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山科朝則県政報告

　去る１２月３日、県議会１２月定例会において吉村美栄子知事は、か
ねてより検討を重ねてきた専門職大学（農林関係の４年制大学）を新庄
市に新設することを表明しました。開学は令和５年４月を予定してい
ます。農林関係の専門職大学は東北初となります。
　既存の県立農林大学校（２年制）は現在のまま維持し、新たに県立の
４年制大学を設置する考えです。
　皆さんもご承知のとおり県内４地域の中で高等教育機関がないのは
新庄最上地域だけでしたが、専門職大学の設置により高等教育機関が

できることで教育
環境の向上や地域
における新たな経
済活動の展開等が
期待されます。
　新庄最上地域に
高等教育機関を設
置したいというの
は、地域の先人か
らの悲願でもあり

ます。特に元新庄市長、名誉市民
でもあり、県教育委員長や様々な
県の役職を務められた故 木田清
氏がことあるごとにおっしゃって
いたそうです。
　少子化の時代に新たな大学を作
ることは大きな決断であると同時
に課題も多いと考えています。しか
し、このチャンスを生かし地域の発
展につなげていくことは、今を生きる私達の責任でもあります。
　学生にとっても地域にとっても魅力ある大学となるよう今後の詳細
な計画策定が重要だと考えています。計画段階から、私達地域の要望を
提案すると同時に、私達が提供できる学習環境、就職先なども発信して
いくことが必要です。行政任せではなく主体的な関わりが私達にも求
められています。
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山形県議会議員

山科朝則が行った4年制大学設置に関わる県議会での主な質疑応答と関連事項
年度 県議会 主な質問など　 関連する動き

平成23年 6月定例会
予算特別委員会

初当選後の最初の質問において、農大の4年制大学化について県の
考えを問う

平成24年 6月定例会
一般質問 農大の機能強化と4年制大学設置についての質問

平成25年 12月定例会
予算特別委員会 高等教育機関を目指し、農大の機能拡充についての質問

平成26年 6月定例会
一般質問 農業を担う人材育成についての質問 •集成材製造大手、協和木材㈱の新工場を新庄市内に誘致

•農大の寮と交流室が県産木材で改築

平成27年

2月定例会
一般質問 農業を担う人材育成についての質問、農大の機能強化・大学設置を要望 農大に東北初となる「林業経営学科」新設決定

12月定例会
予算特別委員会 「林業経営学科」新設に伴う農大の機能強化と大学昇格についての質問

平成28年 9月定例会
予算特別委員会

やまがた森
モ リ

林ノミクス条例制定についての質問
（条例には人材育成が明記される） 4月から農大に「林業経営学科」新設、「農林大学校」に改称

平成29年 6月定例会
予算特別委員会 農林大の「専門職大学化（4年制化）」について提案 •2月に国の方針として新たな大学制度「専門職大学」が提示される

•協和木材㈱新庄工場操業開始

平成30年 6月定例会
予算特別委員会

他県に遅れることなく新庄最上地域に「専門職大学」を設置することを
提案

•山形県が政府への施策要望の一つとして「専門職大学」を明記
•平成31年度予算に大学化に関する予算が計上される
•県内農林業関係者等がチームを組み大学設置を知事に要請
•新庄最上地域の首長、議会、関係団体が知事に設置要望

令和元年
（平成31年）

１０月 ・有識者による基本構想検討委員会開催、基本構想取りまとめ

11月25日
オール山形農林業専門職大学応援プロジェクト会議の有志代表が知事に専門職大学の早期設置と協力の旨の決議書を提出
最上管内の全市町村長、市町村議会議長、農協、土地改良区、森林組合の代表者120名が集結し、知事に専門職大学の支援・協力に取り組ん
でいく旨の要望書を提出

12月定例会
知事説明

知事が農林大敷地内に新たに専門職大学を設置、農林大はそのままの
位置づけを表明

「県立専門職大学」（4年制）速報

新庄に設置決定！東北初

農業関係者を代表して発言

吉村知事に最上地域への設置要望を行う


